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書評
森滝健一郎著
「現代日本の水資源問題』
-!]ヽ 杉 毅
ー
日本資本主義は，第2次世界大戦の敗北によって海外からの資源供給の道を絶たれ，も
っぱら国内資源とくに土地資源と水資源の開発に最重点をおき，ここに経済復興への活路
を求めてきた。農地改革をはじめ食糧増産，強権供出，傾斜生産方式，炭鉱国家管理，特
定地域総合開発計画等々の経済・資源用語は，終戦寵後の日本の資源開発の状況を端的に
示している。
1960年代の高度成長期に入ると，日本資本主義は，いっぽうで石炭，非鉄金属，森林，
水，土地（農地等）など国内資源の乱開発と浪費をおこない，他方では石油，石炭，各種
金属，木材，農産物など膨大な海外資源を輸入し大量消費と濫費をおこなってきた。その
結果，国内的には経済成長に伴って全体として一定の生活水準の向上をみた反面，大気汚
染，水質汚濁，地盤沈下，炭田放棄，優良農地の転用，山林荒廃等の環境破壊や資源浪費
が進行し，対外的にも各種資源の乱開発に伴う森林砂漠化，海洋汚染等のグローバルな環
境破壊に大きく貢献してきたばかりでなく，新たな南北問題の出現にも深くかかわってき
た。
1973年の石油ショック以降，高度成長が破綻し低成長期に入った今日， 日本資本主義は
産業構造の転換や経済変動への対応に迫られている。しかし現象面での大きな変化の割に
は本質はあまり変っていないように思われる。環境破壊は依然として進んでいるし，資源
浪費もまた景気浮揚の再来とともに復活する兆しすらみせている。根本的克服はともか
く，市民運動や革新自治体の努力は，今後危機的事態あるいはその再発をどれほど緩和し
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阻止するであろうか。
このような状況のなかで，著者は「国土・資源問題の本質を具体的に解明していくこと
の必要性を痛感し」（本書3ペー ジ）， 他の執筆者とともに刊行を決意したのが， 『講座日
本の国土・資源問題』であり，その中で水資源問題を個別に分析し論考したのが本書であ
る。
日本の水問題に関する研究はけっして少くない。第2次大戦後の人文・社会科学分野の
研究業績のみに限定しても，著密・論文等の専門的研究は枚挙にいとまがない。しかし，
水に関する問題をただ漠然とした水問題ではなく，歴史性をもった水資源問題として，そ
の概念および性格を明確に認識・把握し，大系的に論じた研究魯は必ずしも多くない。本
書はその数少ない専門書の一つである。著者は，本書の底流をなしている“水をめぐる社
会的対抗関係”についての著者自身の見解が，故佐藤武夫著『水利経済論』および『水の
経済学』などを基礎にして形成されたことを謙虚にことわって紹介しているが，本書が前
二著の内容を補ないかつ“水の社会科学”としてそれらを発展させていることや，同類の
専門書としても前二著に優るとも劣らない具体的分析とするどい問題提起をおこなってい
ることは，本書を一見すると明らかである。以下，煩をいとわず項目を追って本書の内容
をご紹介しょう。
? ?
本書は8章29節で構成され，各章のテーマは次の通りである。
第1章水資源問題の現代的意義
第2章 日本の水資源
第3章 ダム建設の地城的展開
第4章 ダム建設と水没問題
第5章利水相互間の対抗関係の展開
第6章水資源の略奪的利用と公・災害
第7章水需給の動向と問題点，および政策課題
第8章水資源の保全と合理的な開発をめざして
まず第 1 章水資源問題の現代的意義においては， (1)水資源とは—その概念および歴
史的性格―と， (2)水資源問題の本質が取り上げられ，わが国戦後の水資源問題を分析す
るにあたって念頭に置くべき基本的用語の定義と問題把握の視角が概説されている。概念
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規定については自然水，治水，利水，用水，水資源なる用語がそれぞれ定義されたあと，
とくに水資源が歴史的に限定された概念であることを強調するとともに， 「保水」につい
ても宮本憲ー氏の見解を紹介しつつ概念規定を行っている。水資源問題の本質について
は，まず水資源にかかわる人間の営みが他の生産活動と同じように一定の生産関係のなか
でこれに規制されつづけることを指摘し，続いてその現代的特徴である(1)独占資本による
水資源の独占と， (2)水利用の社会化を，表裏一体の関係をなしながら大きく進展するもの
としてその過程の特徴を分析している。
第2章 日本の水資源は， (1)水資源の賦存状況にみる世界と日本， (2)水資源賦存の地域
的特徴， (3)水需給の特殊性を検討している。まず第1節においては，水が大気，陸地，海
洋の間で各種の態様をとって存在し循環する点について述べ，次いで水が自然の循環によ
って再生産されていく資源であることに着目して，地球上に存在する水の総量よりは陸地
への降水量や河川への流出葦がもつ意味を強調し，人口 1人当り降水籠でみた水資源小国
論を批判するいっぽう，日本の水資源が降水の季節的偏りや河川の急流・短小，急勾配河
川に基因する洪水調節の不効率等によって，不利な条件にあることを指摘する。第2節で
は，水が近年広域利水体系への依存を強めつつあるとはいえ，依然として東北，関東とい
った範囲での地域資源であることを論じ，次いで日本の各地域における水資源賦存の態様
と量が豊水年・平水年・渇水年との関係において検討される。そして第3節では，供給面
からみた水需給の特殊性が，故安井正己氏の需給ギャップの周期性についての見解，また
中澤キ仁氏のダム建設による水資源開発の経済性に関する所説を紹介しながら，考察され
ている。
第3章 ダム建設の地域的展開は， (1)水資源開発におけるダムの役割， (2)ダム建設の時
期区分， (3)発電ダムの立地展開ーー1965年まで一―,(4)発電以外の利水専用ダム， (5)多目
的ダムの立地展開， (6)ダムの立地展開に関する総括的考察について論じている。まず第1
節では水資源開発におけるダムの役割が取り上げられ，陸水利用の推移とダム建設による
渇水期・低水期の流蘊増強について述べたあと，そのダム建設が現代資本主義のもとでは
「水の独占」を意味することを指摘する。第2節ではダム建設を戦前期 (1945年まで），
戦後第I期 (1946~54年），第1I期 (1955~64年），第Il期 (1965~80年）の4期に時代区
分し，各時期のダム建設が経済の発展に対応してどのような性格を持っていたかを詳述し
ている。第3節では， 1965年までの発電ダムの立地展開過程を，詳細な統計資料を駆使し
て地域別・流系別に，また電力独占資本の成立や地域独占の形成，戦時統制，電力再編成
といった経済史的視点からも詳しく分析している。第4節では，発電以外の利水専用ダム
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を(1)農業専用ダムと(2)都市用水専用ダムに類別し，前者は溜池・ダムの築造を時期別に検
討，後者は上水道専用，工業用水専用，両種兼用の三種類のダムについて利水対象や建設
・運営主体との関係で考察している。第5節では，多目的ダムの立地展開が水力発電を主
目的とした発電関連ダムと工業用水・上水道用水を主眼とした都市用水関連ダムに区分し
て都市集積および工業集積等との関連で論考されている。第6節では，現在のダム分布の
態様のなかにわが国の水資源開発の地域的特性が集約されている点を指摘し，地域別検討
を行って総括している。
第4章 ダム建設と水没問題は， (1)水没問題の重要性， (2)水没問題の歴史的展開， (3)水
没問題の諸相について論考している。第1節はダム建設に必ず伴う集落や耕地の水没問題
の重要性を取り上げ，電力会社や国・都道府県などダム起業者が「錦の御旗」として主張す
るダム建設の公共性の背後に，ダム補償では解決しえない深刻な問題や公共性への疑問が
提示され，資源開発のあり方を問うている。第2節は水没問題の歴史的展開にあてられ，水
没問題の原点としての谷中村事件をかわきりに，電力業界が地域独占体制へ移行し始じめ
る満州事変以後15年戦争下の水没問題（新郷ダム，小河内ダム），戦後混乱期（石淵ダム，
山王海ダム）および，電力需要の逼迫に伴う電源開発プーム期（田子倉ダム，奥只見ダム
等）の水没保障， ダムの「公共性」への疑問（佐伯ダム反対闘争）， 生存権の否定（下笙
•松原ダム），水源地域と受益地域の「利害調整」（水特法，水特基金）等が，歴史的推移
のなかで詳細に論謡されている。そして第3節では，水没に先行する地域破壊（八ツ場ダ
ム，苫田ダム）や水没を契機とする地域解体＝廃村（福井県西谷村の事例）， 水没移転者
の状態（職業選択や生活状況等）， 地域周辺に取り残された住民と残存地の問題等のダム
水没に伴う諸相が考察されている。
第5章利水相互間の対抗関係の展開は，資本主義的水利用の拡大によって在来の伝統
的水利秩序が撹乱・再編成されるなかで，水をめぐる対抗関係がいかに複雑多様化し深刻
化し広域化するかを，次の3節すなわち(1)水車・初期の水力発電・農業水利および治水の
共存と対立， (2)水力発電と農業水利， (3)都市用水と農業用水一~水利転用の問題を中心に
一において検討している。第1節では水車の盛衰と地域的分布や，農業水利（小作農・
地主）と水車業者（小商品生産者・産業資本）の補完・対立関係，初期水力発電と農業水
利•水車業との共存・対抗関係，ローカルな多目的水利用の解体等が，末尾至行氏をはじ
め佐藤武夫，新沢嘉芽統，新井信男の諸氏の研究成果と所説に依拠しあるいはそれらを批
判的に紹介しつつ，詳細に分析されている。そして第2節では，電力資本の集積集中と水
路式発電を中心とする大型発電ダムの建設が農業水利へあたえる影響がとりあげられ，木
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曽川水系， 信濃川水系の発電ダムと農業水利の関係が考察されるほか， 「国策」としての
電源開発（只見川水系・沼沢沼開発を事例）と農業水利（灌漑用水確保）の対立・闘争経
緯が，また電力資本の負担を軽減するために国家によって行われた灌漑排水事業（国独資
事業）の推進と地域農民の対応の過程が北海道・大野地区を事例として，きわめて実証的
に分析・論述されている。第3節では，都市用水（工業用水と上水道用水）と農業用水の
関係が高度経済成長下での需要の急増に伴う水利転用の側面から検討され，岡山県・高梁
川の事例が秋山道雄氏の研究成果に基づいて検討されるとともに，水利転用に伴う行政側
の対応が批判的に考察されている。
第6章水資源の略奪的利用と公・災害は，水資源の略奪的利用がもたらす公害および
災害を(1)水利用の社会的性格と水資源の私的独占との矛盾の最も先鋭な発現形態， (2)地下
水公害， (3)ダム災害， (4)水質汚濁の4節において論考する。まずまえがきにあたる第1節
において，著者は，生産力が低く共同体的規制の強い段階では「多少とも災害をひきおこ
すおそれのあるような水の開発・利用が極力ひかえられてきた」が，社会的生産諸力の発
展に伴って水利用の社会化が進んだこと，にもかかわらず水資源の社会的管理，水利用の
社会的規制の体制が存在せず，逆に水資源に対する独占資本の私的支配が拡大してきてい
るところに，現代的水利用に伴う各種の公害・災害が最も激烈なかたちで現われた，と主
張する。そして資本主義のもとでの水資源利用は，本来公共性と社会的性格が強いにもか
かわらず，独占資本優先の立場で管理され，無政府的・略奪的になり，その結果重大かつ
深刻な公・災害をひきおこし，水資源の涸渇・ 荒廃をもたらしていることを強調する。第
2節では地下水公害をとりあげる。まず典型的な地下水公害は地盤沈下であるとし，その
原因（地下水の無政府的利用＝過剰揚水）と特徴（不可逆性＝復l日不能）を検討したあ
と，主要工業地帯の地盤沈下（ゼロメートル地帯形成）と災害の具体例が考察され，さら
にこの地下水公害の地方分散と公害現象の多様化，地盤沈下とその対策費の問題が詳論さ
れている。第3節はダム災害の検討に当てられ，河川公害としてのダム災害の現象形態（
河床変化に伴う災害，ゲート操作による流欺変動，水温低下や気候の変化等）が考察され
たあと，ダム災害の流城別事例が紹介されている。第4節では水質汚濁が論考される。こ
こでは単一の鉱山・工場や，工業集積・都市集積，新人工物質・放射能，農薬・畜産等に
よる水質汚濁の諸相が述べられるとともに，水の大量消費とその廃水化による水質汚濁が
水資源を破壊する現状について都市用水と農業用水を中心に究明されている。
第1章水需給の動向と問題点，および政策課題は， (1)対抗関係の背景にあるもの， (2)
農業水利の性格変化と水需給， (3)工業用水の需給動向と問題点， (4)上水道用水の需給動向
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と問題点， (5)水需給に関する政策課題（まとめ）の5節をとりあげている。本章では，まず
水資源をめぐる対抗関係の生起した要因が水需要の増大にあったこと，つまり(1)高度成長
期前半 (1950年代末~1960年代半ば）には工業用水需要の急増， (2)高度成長期後半 (1960
年代後半~1970年代初め）には工業用水とともに生活用水の需要が表面化， (3)高度成長の
破綻後 (1970年代半ば以後）は工業用水需要の停滞に対し，生活用水の需要が引続き拡大
するという現実に照応して，対立関係が誘発・拡大された点を力説する。そして第2節で
は，水資源の新規開発が困難になるにつれて農業用水から都市用水への水利転用が進行す
る事態を重視し，農業水利の性格変化とその変化を規定する諸条件が検討されている。小
農経営の発展に伴う個別的水利用の成立，浪費的灌漑から合理的灌漑への移行，農地機械
化・経営規模拡大と用水需要の変化，畑地泄漑の普及と用水需要の増大，都市用水への転
用可能性，水利転用の原則・形態と水管理をめぐる行政の姿勢等が省察されている。次い
で第3節では工業用水の需給動向と問題点がとりあげられ，産業構造の変動（重化学工業
＝用水多消喪型産業のシェア拡大）と工業用水需要の増加や，工業用水の部門別・用途別
使用， 工業用水の水源（主に淡水）， 工業用水需給の地域性（太平洋ベルト地帯への集
中），工業用水のコストと原単位のバラッキ（浪費の背景と実態），公営工業用水道と自家
用水源の諸問題，工業用水道水の家庭用水・雑用水等への転用可能性等が，検討されてい
る。さらに第4節は上水道用水の需給動向と問題点の分析にあてられ，上水道の普及状況
や末普及地域の問題，家庭用水の節減のほか，都市活動用水の需要増加とその要因，巨大
都市における需要抑制策の実態，上水道のコストや家庭用料金の地域差等を分析してい
る。最後に水需給に関する政策課題（まとめ）として，上述した農業用水，工業用水およ
び上水道用水に関する現状批判と提言がおこなわれている。
第8章水資源の保全と合理的な開発をめざしては，現代日本の水資源の開発利用の現
状を批判的に受けとめ，将来の水資源の保全，開発計画，危機打開策を卒直に提言してい
る。先ず最初に水資源保全問題をとりあげ，保全のためには水質汚濁防止の最咆肘策として
工業用水や生活用水の節約をおこなうこと，汚濁水を処理するための自家処理施設や公共
の下水処理施設を建設すること，わが国の下水道普及率の低い現実を直視して下水道建設
を進めるとともに，流域下水道に代表される広城化・大規模化の弊害を避ける必要のある
ことが中西準子氏の所説を引用しながら強調され，新しい下水道のあり方を模索し，加え
て汚濁原因物質の製造・販売・使用の禁止が提案されている。次に著者は水資源開発計画
の前提条件を設定するが，まず政府の利水計画の問題点，つまり水需要の過大予測や反復
利用の無視について強く戒め，ダム建設のあり方を国土問題研究会の提起した「ダム五原
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則」 (1973年）に求めている。そして最後に， 水資i原危機（水の浪費と環境破壊）の現実
的打開策として，節水機器の導入による家庭用水の節約，業務用・工業用水道料金の引上
げによるビル・工業用水の節約，地下水くみあげ規制の強化，水質基準の改善と工業廃水
の自家処理の徹底，中小規模の下水道の大量建設，ダムの建設と管理に対する規制強化等
を提言して終章を結んでいる。
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以上の紹介で明らかなように，本書は，わが国の水資源問題について，社会的対抗関係
の視点から，具体的実証的分析を試みた出色の労作である。地理学者の著作になる水利研
究の多くが平担な経済地理的分析に終始しているのに対して，本書は水資源を歴史的に限
定された概念としてとらえ，資本主義的生産関係とくに国家独占資本主義下での水をめぐ
る対抗関係を構造的に分析している点に特徴がある。ダム建設の展開と水没問題や，発電
•都市用水と農業水利の対抗関係，水資源の略奪的利用と公・災害，工業用水・都市用水
の需給動向等のいずれにおいても独占資本の横暴と弱者支配，独占資本と行政の癒着等が
豊富な資料に基づいて分析・指摘されているほか，水資源の保全と合理的開発について問
題点の適確な整理と具体的提言がおこなわれている点も本書の特徴として高く評価される
べきであろう。
しかし本書にも注文がないわけではない。若干の注文と希望が許されるならば次の諸点
を指摘したい。まず第1に利水と漁業問題との関係である。わが国では漁場破壊や漁業補
償の問題といえば，大抵は淡水域ではなく海水の領域で発生しているが，規模の大小を問
わぬならば，河川・湖沼の淡水域においても多数発生しているはずである。著者自身も若
干の章で断片的に触れている (p.258,362)が，もう少し具体的かつ掘り下げた研究があ
ってよいのではなかろうか。ダム建設は多くの場合漁業破壊と漁業補償問題を伴っている
し，鹿島臨海工業地帯のように湖沼からの工業用水取水が漁業へあたえる悪影響も見逃せ
ないであろう。「電発」や巨大電力資本はいうにおよばず地方自治体までもが独占資本の
要請を背景に巨大ダムの建設によって，流擾制限をはじめ環境破壊をおこない，零細漁業
を破滅に追い込んでいる点は意外に取り上げられていない。しかし，淡水漁業で生計を立
てている漁民にとっては死活にかかわる重要な問題である。
第2に水利用をめぐる地方自治体間の争いの問題である。これは“水をめぐる”社会的
対抗関係の領域に入らないであろうか。水利用をめぐる都府県の対立の背後には大抵の場
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合独占資本の要請や，国の水行政がからみあっているように思われる。一例をあげると琵
琶湖の水利用をめぐる滋賀・京都・大阪の三府県の対立がそれである。著者も述べている
(pp. 360~5)ように，琵琶湖の水問題といえば，先ず湖水汚染・富栄養化が指摘される
が，水確保（特に渇水期）にかかわる府県間の対立も背後に独占資本の要請がからんでい
るだけに重要な課題と思われる。かつて高度成長期に，湖水利用の資本主義的“経済合理
性”の立場から，府県合併（大行政区＝道州制）が「財界筋」によって提唱されたことが
ある。これらの点を考え併せると，府県間の水争いの問題にも分析のメスを入れる余地が
あるように思われる。
第3にダム建設による水利用と輸送手段としての河川水利用の放棄の問題である。地形
の関係で急流河川の多い日本では，欧米ほど河川が舟運には利用されていないが，それで
もかつては重要な輸送手段であった。それが近年ほとんど利用されなくなったのは，陸上
交通機関の発達によるものであるが，問題を林業に限っていえば，これまで木材を運んで
いた「筏流し」の消滅も同じ要因によるのであろうか。もしダム建設が「筏流し」を不可
能とし，その代替輸送手段として巨費を投じた林道が出現したのであれば，ここにもその
背後に独占資本の介在する対抗関係があり，論考の対象になるのではないだろうか。
このほか，公営工業用水道の余力（過剰投資）と企業の自己取水・用水回収率の上昇と
の関係について， 他章と同様に具体的事例研究（例えば特定の工業地域や工場について
—しかし資料入手がきわめて困難）が行われていたならば，読者に対してより一層迫力
と説得力を発揮していたであろうし，水をめぐる中央省庁間の利権争い一利害対立に関し
ても，著者の見解が具体的に述べられていたならば参考になったと思われる。
ともあれ，本書は読者に多くの示唆と，これまでの著作にみられない説得力並びに感動
をあたえ，学界だけでなく政策当局にも重大な問題提起を行なった近年まれにみる労作で
ある。専門の研究者はもちろん，資源問題に関心をもつ院生・学生諸君にも一読すること
をおすすめしたい。
（汐文社，昭和57年12月刊， A5判， 379ペー ジ， 4,000円）
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